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天
台
大
師
智
顎
に
は
じ
ま
る
天
台
教
学
が
、
実
相
論
を
基
調
と
し
て

(1
)

い
る
こ
と
は
、
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

台
密
と
は
、
天
台
密
教
の
こ
と
で
あ
り
、

日
本
に
お
け
る
伝
教
大
師

最
澄
以
来
、
天
台
宗
に
加
わ
つ
た
密
教
の
ひ
と

つ
の
流
れ
で
あ
る
。
日

本

の
天
台
宗
が
、
智
顕
以
来
の
天
台
教
学
を
基
盤
と
し
な
が
ら
、
著
し

い
展
開
を
み
せ
た
の
は
、

こ
の
密
教
の
受
容
に
よ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
こ

(
2
)

と
も
、
大
方
に
認
め
ら
れ
る
。

天
台
教
学
と
密
教
と
の
交
わ
り
は
、
仏
教
史
上
画
期
的
な
こ
と
で
あ

る
が
、
最
澄
に
お
い
て
具
体
的
に
立
て
ら
れ
た
両
教

一
致
の
教
理
は
、

円
仁
、
円
珍
、
安
然
ら
に
拡
充
さ
れ
て
、
台
密
教
理
論
と
し
て
体
系
化

さ
れ
る
。

興
味
深

い
こ
と
は
、
同
じ
時
代
に
、
弘
法
大
師
空
海
が
密
教
を
専

一

に
伝
え
て
、
独
自
の
構
相
力
を
も

っ
て
、
密
教
至
上
の
教
理
論
を
展
開

し
、
そ
の
教
学
を
体
系
化
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
さ
い
わ
い
に
、
天
台
教
学
と
の
関
連

の
有
無

の
結
果
と

し
て
の
、
台
密
の
教
学
と
空
海

の
教
学
と
を
比
較

し
う
る
立
場
に
あ
る
。

天
台
教
学
や
天
台
の
観
行
の
面
に
、
中
観
派

の
教
理
論
、
修
道
論
が

基
礎
を
な
す
と
い
わ
れ
、
密
教
教
学
と
そ
の
実

修
的
側
面
に
喩
伽
行
派

(
3
)

の
考
え
方
や
修
道
論
が
底
流
に
な
つ
て
い
る
と

い
う
指
摘
も
さ
れ
る
。

と
す
れ
ば
、
台
密
の
教
学
は
、
仏
教
教
理
史
的

に
も
特
異
な
存
在
で
あ

る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

最
澄
は
、
入
唐
し
て
天
台
教
学
と
併
せ
て
密
教
を
伝
え
、
延
暦
二
十

五
年
天
台
業
二
人
の
年
分
度
者
が
認
め
ら
れ
る
に

つ
い
て
、

一
人
に
は

『
摩
詞
止
観
』
を
読
ま
し
め
、

一
人
に
は

『
大
毘
盧
遮
那
経
』
を
読
ま

し
め
る
と
し
た
。
す
な
わ
ち
密
教
は
天
台
教
学

と
対
等
に
位
置
づ
け
ら

(4
)
(
5
)

れ
た
。
最
澄
は
、
「但
だ
遮
那
の
宗
と
天
台
と
融
通
す
」
「
法
華
金
光
明

(6
)

は
先
帝
の
御
願
、
亦
た

一
乗
の
旨
、
真
言
と
異

る

こ
と
無

し
」
「法
華

(
7
)

一
乗
と
真
言

一
乗
と
何
ぞ
優
劣
あ
ら
む
」
等

と

い
い
、
『
観
普
賢
経
』
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(8
)

に
よ
り
釈
迦

・
大
日
の

一
体
を
い
い
、
『
法
華
経
』
も
果
分

の
法

で
あ

(
9
)

り
内
証

の
本
法
で
あ
る
等
と
し
て
、

い
わ
め
る
円
密

一
致
の
説
を
高
揚

し
た
の
で
あ

つ
た
。

つ
づ
く
円
仁
は
、
空
海
が
有
相
三
摩
地
の
説
不
を
も

つ
て
立
て
た
顕

(10
)

密
二
教
判
に
対
し
て
、
最
澄
に
発
す
る
三
乗

一
乗
相
対

の
顕
密
判
を
設

け
、
『
法
華
経
』
を
密
教
に
分
類
し
て
、
『
大
日
経
』
等
と

一
致
せ
し
め

(1
1
)

た
。

『
金
剛
頂
経
疏
』
巻

一
に
、
経
体
を
明
し
て
阿
字
門
な
り
と
い
い
、

阿
字
の
不
生

・
有

・
空
三
義
を
釈
し
、
「不
生
と
は
、
即
ち
是
れ

一
実

境
界
、

即
ち
是
れ
中
道
な
る
故
に
、
竜
樹
云
く
、
因
縁
生
法
、
亦
空
亦

(12
)

仮
亦
中
」
と
し
た
り
、
『
法
華
経
』
に

「是
法
住
法
位
」
と
い
う
の
は
、

(
13
)

秘
密
の
理
を
顕
説
し
た
も
の
で
あ
る
な
ど
と
い
う
の
は
、
密
教
の
理
を

諸
法
実
相
の
理
と
お
さ
え
る
こ
と
で
、
天
台
教
学
に
立

つ
た
円
密

一
致

説
が
教
理
論
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

仏
の
十
号
を
釈
し
て
、
修
伽
陀
を
好
説
と
訳

し
、
「
好
説

と
は
諸
法

(
14
)

実
相
の
如
き
の
説
な
り
」
と
し
た
り
、
毘
盧
遮
那
の
三
業
を
歎
じ
て
無

始
無
終
な
り
と
い
い
、
『
大
日
経
義
釈
』
を
用
い
て
、
「然
る
に
大
日
世

尊
は
、
是
れ

一
切
諸
法
の
本
初
に
し
て
、

一
切
世
間
の
所
依
な
り
。
常

恒
に
説
法
し
、
常
恒
に
寂
然
な
り
。
是
く
の
如
く
皆

こ
と
ご
と
く
法
然

の
道
理

に
し
て
、
世
情
の
推
度
に
非
ず
。
三
際
の
所
摂
に
非
ず
。

い
わ

(
15
)

ゆ
る
不
思
議
な
る
者
な
り
」
と
す
る
の
は
、
仏
説
、
仏
身
の
上
に
実
相

論
を
及

ぼ
し
た
も
の
と
い
え
る
。

円
珍
は
、
円
仁
と
は
別
に
入
唐

し
、
台
密
の
充
実
に
寄
与
し
た
わ
け

で
あ
る
が
、

そ
の
著

『
大
毘
盧
遮
那
経
指
帰
』

に
は
、
「
是

に
於

て
、

唐
朝
老
宿
、
醍
醐
を
生
蘇

に
疑

し
、
本
国
幼
童
、
甘
露

を
毒
乳

に
濫

(16
)

ず
」
と
、
密
教
を
天
台
所
立
五
時
第
三
時
に
置

く
広
修

・
維
濁
ら
唐
国

天
台
宗
の
所
判
を
批
判
し
、
天
台
を
第
八
住
心
に
判
ず
る
空
海

の
考
え

方
に
対
抗
し
て
、
台
密
の
宣
揚
に
努
力
し
て

い
る
。

同
書
に
、
大
日
如
来
の
名
義
を
釈

し
て
は
、
「無
明
煩
悩
戯
論

の
重

雲
の
た
め
に
覆
障
せ
ら
る
る
と
い
え
ど
も
、
し
か
も
減
ず
る
と
こ
ろ
無

し
、
諸
法
実
相
三
味
を
究
寛
し
、
円
明
際
り
無

く
増
す
と
こ
ろ
無
し
」

(17
)

と
い
い
、
「
三
昧
耶
」
と
は
等
の
義
で
あ
る
と
し
て
、
阿
闇
梨
、
弟
子
、

仏
、
十
方
三
世

一
切
如
来
、

一
切
諸
菩
薩
、

一
切
声
聞
縁
覚
、

一
切
世

間
の
天
仙
に
と
も
に
等
し
と
い
い
、

こ
れ
毘
盧

遮
那
仏
身
に
し
て
、
諸

世
間
等
と
同
順
な
り
と
し
、
「
亦
た
是
れ
法
華

の
皆
実
相

と
違
背
せ
ず

(
18
)

の
義

な

り
」

と

い
う
。

な

い

し
、

『
大

日
経

』
『
義

釈

』
の

「
横

統

一
切
教

」

の
下

を
引

い
て
、

(19
)

「
彼
に
諸
法
実
相
と
言
う
は
、
即
ち
是
れ
此

の
経

の
心
実
相

な
り
」

「漸
次
に
心
実
相
門
を
開
く
と
い
う
は
、
即
ち
是
れ
法
華

一
乗
、

四
十

余
年
未
顕
真
実
な
り
。
故
に
彼
に
諸
法
実
相

と
言
う
の
句
は
、
則
ち
法

(20
)

華
方
便
品
を
指
す
な
り
。
此
れ
を
除
い
て
の
外

に
唯
の

一
教
も
無
し
」

と
い
う
。

円
密

一
致
の
宗
是
の
も

と
に
、
大
日
如
来
、
『
大
日
経
』
の
教
理
、

経
体
に
、
実
相
論
に
立

つ
説
明
を
行
い
、
天
台
所
立
五
時
に
、
初
中
後

台
密
教
理
と
実
相
論

(
木

内
)
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台
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(21
)

を
わ
け
て
、
『
大
日
経
』
等
密
教
を
後
分
に
配
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

安
然

の
場
合
は
、
浩
潮
精
緻
な
論
考
が
多
い
が
、
例
え
ば

『菩
提
心

義
抄
』
巻

一
、
釈
名
の
下
に
、
勝
義
三
摩
地
の
名
義
を
釈
し
て
、
勝
義

空
に
立
ち
菩
提
を
求
む
る
心
を
菩
提
心
な
り
と
し
、
菩
提
と
は
如
実
知

自
心
で
あ
る
と
し

て
、
『
大
日
経
義
釈
』
の
頓
覚
成
仏
、
入
心
実
相
門

の
項
を
引
き
、
「
一
切
経
中
の
ご
と
き
は
、
皆
是
れ
漸
次

に
実
相
門
を

開
く
、
彼

に
諸
法
実
相
と
言
う
は
、
即
ち
是
れ
此

の
経

の
心
実
相
な

(2
2
)

り
」
と
徴

す
る
の
で
あ
る
。

つ
づ

い
て
、
「
因
縁
所
生
法

は
亦
空
亦
仮

亦
中
な
り
。
故
に
知
ん
ぬ
、
真
言
菩
提
心
の
実
相
も
亦
た
、
即
空
即
仮

(
23
)

即
中
な
り
」
と
引

い
て
い
る
。

結
局
、
不
可
得
空
に
こ
と
よ
せ
て
、
「
天
台
宗
の
若

き
は
、
中
論

に

因
縁
所
生
法
を
我
れ
即
ち
是
れ
空
と
説
く
、
亦
た
名
づ
け
て
仮
名
と
為

す
、
亦

た
是
れ
中
道
義
な
り
と
い
う
に
依
り
、

一
切
諸
法
、
即
空
即
仮

即
中
を

一
心
空
と
名
つ
く
。
今
、

真
言
救
世
者
不
可
得
空
は
、
前

の
九

(
24
)

空

(他
宗

の
空
義
)
に
非
ず
。
唯
だ
天
台
と
同
じ
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

三

以
上
き
わ
め
て
恣
意
に
台
密
列
祖

の
所
論
を
抜
き
出
し
た
が
、
共
通

す
る
と

こ
ろ
は
、
い
ず
れ
も
宗
祖
最
澄

の
テ
ー
ゼ
で
あ
る
円
密

一
致
を

踏
み
は
ず
す

こ
と
な
く
、
そ
の
教
理
的
体
系
づ
け
に
苦
心
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
い
ち
お
う
の
列
挙

で
は
あ

つ
た
け
れ
ど
も
、

円
仁
、
円
珍
、
安
然
の
い
ず
れ
の
場
合
に
あ

っ
て
も
、

こ
の
主
要
な
実

相
論
的
教
理
論
の
淵
源
を
、
か
の

『
大
日
経
義
釈
』
に
求
め
て
い
る
こ

と
に
も
注
意
し
た
い
。

(25
)

『
大
日
経
義
釈
』
十
四
巻
は
、
そ
の
温
古
序
に
よ
れ
ば
、
『
大
日
経
』

翻
訳
時
に
善
無
畏
と
協
力
し
た

一
行
が
、
経
意
を
随
時
審
問
し
記
録
し

た
と
こ
ろ
に
祖
型
が
あ
り
、
東
密
家
所
用
の
空
海
将
来

『
大
日
経
疏
』

二
十
巻
も
、
た
が
い
に
異
本
同
志
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か

り
で
な
く
、
目
下
の
問
題
と
し
て
重
要
な
こ
と
は
、

一
行
が
玉
泉
系
の

(26
)

天
台
学
を
修
め
た
人
師
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
教
理
教
判
論
ば
か
り
で
な
く
、

観
行
修
道
の
体
系
に
お

い
て
す
ら
、
『
大
日
経
』
疏
釈
が
天
台
義

の
影

響
、
体
系
を
基

い
と
し

(27
)

て
い
る
こ
と
も
近
来
強
く
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
う
し
て
み
る
と
、
日
本
天
台
に
お
け
る
密
教
、
す
な
わ
ち

台
密
の
教
理
論
に
、
天
台
実
相
論
が
適
用
さ
れ
る
に
つ
い
て
は
、
も
ち

ろ
ん
、
最
澄
に
は
じ
ま
り
、
天
台
法
華
教
学
が
並
行
し
て
い
る
こ
と
に

よ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
上
来

の
引
用

に
明
ら
か
な

よ
う

に
、
『
大
日
経
義
釈
』
か
ら
の
直
接
的
、
具
体
的
取
り
入
れ
が
、
も

つ

と
も
強
力
で
あ

つ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

『
大
日
経
義
釈
』
巻

一
の
、
「
経
云
秘
密
主

云
何
知
自
心
」
の
下
は
、

先
に
説
く
浄
菩
提
心
如
実
相
を
了
得
し

て
い

な
い
衆
生

の
た
め
に
、

「
此
の
頓
覚
成
仏
入
心
実
相
門
を
説
く
」
の
だ

と
い
う
。

「
一
切
経
中
に
、
或
は
諸
纏
和
合
中
、
我
不
可
得
と
説
き
、
或
は
、

諸
法
は
縁
従
り
生
ず
都
て
自
性
無
し
と
説
く
が

ご
と
き
は
、
皆
是
れ
漸
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次
に
実
相
門
を
開
く
な
り
。
彼
に
諸
法
実
相
と
言
う
は
、
即
ち
是
れ
此

(28
)

の
経

の
心
の
実
相
な
り
」

「
又
復
た
衆
縁
従
り
生
ず
る
故
に
即
空
即
仮
即
中
な
り
。

一
切
の
戯

論
を
遠
離
し
、
本
不
生
際
に
至
る
。
本
不
生
際
と
は
即
ち
是
れ
自
性
清

浄
心
な
り
。
自
性
清
浄
心
は
即
ち
是
れ
阿
字
門
な
り
。

心
阿
字
門
に
入

る
を
以
て

の
故
に
、
当
に
知
る
べ
し
、

一
切
法
悉
く
阿
字
門
に
入
る
な

り
。
已
に
諸
法
実
相
を
観
ず
る
を
説
く
」

な
ど
は
、
こ
の

一
節
の
所
論
で
あ
り
、
台
密
教
理
の
阿
字
体
大
説
な

ど
の
根
拠

に
な
る
。

も
つ
と
も
、
前
の
徴
文
の
、
「
漸
次
に
実
相
門
を
開
く
」

に

つ
い
て

は
、
安
然
が

『菩
提
心
義
抄
』
巻

一
で
、
「今

の
心
実
相

と
は
、
是
れ

法
華
の
実
相
な
り
。
法
華

の
実
相
は
本
是
れ
頓
法
な
り
。
然
る
に
五
時

を
歴
て
最
後
に
開
顕
す
。
故
に
漸
次

と
判
ず
。
漸
法
と
謂
う

に
は
非

ず
」
と
い

つ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
空
海
は
、
『秘
蔵
宝
鍮
』
巻
下
、
十
住
心
の
う
ち
第
八

一

道
無
為
心
の
下
に
、
右
部
分
の

『大
日
経
』
を
引
証
と
し
、
『
経
』
に
、

「秘
密
主
、

こ
の
菩
薩
の
浄
菩
提
心
門
を
初
法
明
道
と
名
つ
く
」
と
あ

る
と
こ
ろ
か
ら
、
「釈
し
て
い
わ
く
、

い
わ
く
無
相

・
虚
空
相

お
よ
び

非
青

・
非
黄
等
の
言
は
、
な
ら
び
に
こ
れ
法
身
真
如

一
道
無
為

の
真
理

を
明
す
。

仏
こ
れ
を
説
い
て
初
法
明
道
と
名
づ
け
た
ま
う
。
『智
度
』

に
は
入
仏
道
の
初
門
と
名
つ
く
。
仏
道
と
い
う
は
、
金
剛
界
宮
大
日
曼

茶
羅
の
仏
を
指
す
。
も
ろ
も
ろ
の
顕
教
に
お
い
て
は
こ
れ
究
寛
の
理
智

(31
)

法
身
な
れ
ど
も
、
真
言
門
に
望
む
れ
ば
、

こ
れ
す
な
わ
ち
初
門
な
り
」

と
い
う
の
で
あ
る
。
台
密
が
、

こ
の
所
判
を
受

け
い
れ
て
い
な
い
こ
と

は
、
前
に
引
い
た
と
お
り
で
、
所
顕
の
理
は

『
法
華
経
』
諸
法
実
相
と

等
同
と
み
て
、
た
だ

「初
法
明
道
」
に

つ
い
て
は
、
行
位
の
う
え
で
凡

(32
)

聖
、

住

上

住

下

い
ず

れ

の
段

階

か

は

多

岐

に
論

義

さ
れ

る
。

お

な

じ
く

『
大

日

経

』

疏

釈

を
用

い

て
、

台

密

が

円

密

一
致

の
教

理

づ

け

に
専

ら

で

あ

る

こ
と

は
、

右

の

サ

ン
.フ

ル
に

歴

然

た

る
も

の
が

あ

る
。

1
、
石
津
照
璽

『
天
台
実
相
論

の
研
究
』
、
新

田
雅
章

『
天
台
実
相
論

の
研

究
』
。

2
、
島
地
大
等

『
天
台
教
学
史
』

二
三
五
頁
。

3
、

長
沢
実
導

『
喩
伽
行
思
想

と
密
教

の
研
究
』

三

二
九
頁
。

4
、
新
伝
全

一
-
七
。

5
、
伝
全

五
-
四

四
七
。

6
、

同
上
。

7
、
伝
全

五
-
四
六
九
。

8
、

伝
全

一
-
二

〇

一
。

9
、

伝
全
三
-
四

六
。

10
、
『
弁
顕
密

二
教
論
』

弘
全

一
-
四

九

一
。

11
、

仏
全
四
三
-
二

五
四
。

12
、
仏
全
四
三
-
二

一
。

13
、
仏
全
四
三
-
四
。

14
、

仏
全
四

三
-
三

七
。

15
、

仏
全
四

三
-
五

〇
。

16
、

智
全
中
-
六

五
六
。

17
、
智
全
中
-
六

五
七
。

18
、

智
全
中
-
六

六
九
。

19
、

20
、

智
全
中
-
六

七
三
。

21
、

智
全
中
-
六

七

二
。

22
、

大
正
七
五
-
四

五
九

c
。

23
、
大
正
七
五
-
四

六
〇

a
。

24
、
大
正
七
五
-
四

六

一
b
。

25
、

続
蔵
三
六
-
二

五
四
右
。

26
、
長

部
和
雄

『
一
行
禅
師

の
研

究
』
、
関
口
真
大

「
玉
泉
天
台

に

つ

い
て
」

天
台

学
報
創
刊
号
。

27
、

三
崎
良
周

「
大
日
経
義
釈

と
天
台
義
」

早
大
大
学
院
文

学
研
究
科
紀
要

二
七
、

村

中
祐
生

「『
大
日
経
義
釈
』

に

み
る

観
行
」
勝

又

博

士
記
念
論
集
。

28
、

続
蔵
三
六
-
二

六
六
左
。

29
、

同
-
二

六
七
右
。

30
、
大
正
七
五
-
四

五
九

c
。

31
、

弘
全

一
-
四

五
八
。

32
、
『
義
釈

捜
決
抄
』

一
之
六
、

天
全

一
〇
1

三
七

二
、
福

田
尭
頴

『
続
天
台
学

概
論
』

二
〇
四
頁
。

(
大
正
大
学
助
教
授
)

台
密
教
理

と
実
相
論

(木

内
)
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